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９
月
26
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の
間
、
第
12

施
設
群
（
群
長
・
山
根
茂
樹
１
佐
）
は
平
成
28

年
度
北
部
方
面
隊
総
合
戦
闘
力
演
習
の
中
で

実
施
さ
れ
た
北
部
方
面
施
設
隊
訓
練
検
閲
を

受
閲
し
た
。 

 

群
長
は
指
針
と
し
て
「
施
設
技
術
を
駆
使
し
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
、
方
面
隊
及
び

第
５
旅
団
の
作
戦
に
寄
与
せ
よ
。
」
と
述
べ
、

「
執
念
を
も
っ
て
作
戦
部
隊
の
任
務
達
成
に
寄

与
せ
よ
。
」
及
び
「
生
き
残
る
た
め
基
本
基
礎

を
徹
底
し
て
、
不
安
全
事
項
を
排
除
せ
よ
。
」

の
二
点
を
要
望
事
項
と
し
て
掲
げ
た
。 

 

今
回
の
訓
練
検
閲
の
特
性
と
し
て
、
第
３
１
２

施
設
器
材
中
隊
を
然
別
演
習
場
へ
、
第
３
０
２

坑
道
中
隊
を
隊
直
轄
の
上
富
良
野
支
隊
と
し

て
上
富
良
野
演
習
場
へ
展
開
さ
せ
、
群
主
力
か

ら
独
立
し
て
防
御
支
援
を
実
施
さ
せ
る
と
と

も
に
、
群
主
力
に
つ
い
て
は
矢
臼
別
演
習
場
に

お
い
て
陣
地
構
築
、
障
害
構
成
、
交
通
作
業
等

各
種
施
設
作
業
を
実
施
し
、
方
面
隊
及
び
第

５
旅
団
の
全
般
支
援
任
務
を
完
遂
し
た
。 

 

こ
の
間
、
各
中
隊
は
迅
速
・
柔
軟
な
対
応
で

全
て
の
施
設
作
業
を
所
命
の
時
期
ま
で
に
完

成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
る
状
況
下

で
、
新
た
に
付
与
さ
れ
た
追
加
任
務
に
対
し
て

も
即
座
に
対
応
し
、
被
支
援
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
防
御
支
援
を
実
施
し
て
、
精
強
な

第
12
施
設
群
を
顕
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ま
た
、
第
１
０
１
施
設
直
接
支
援
大
隊
第
２

直
接
支
援
中
隊
（
中
隊
長
・
佐
藤
大
祐
１
尉
）

も
、
同
期
間
中
に
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
訓

練
検
閲
を
受
閲
し
、
我
が
第
12
施
設
群
の
同

行
整
備
、
故
障
整
備
を
実
施
し
て
、
保
有
車
両

の
高
可
動
率
維
持
に
努
め
、
群
の
任
務
達
成
に

大
き
く
貢
献
し
た
。 

 

今
後
、
第
12
施
設
群
は
、
本
訓
練
検
閲
の
任

務
完
遂
を
起
点
と
し
て
、
引
き
続
き
年
度
末

に
控
え
る
機
能
別
改
編
に
向
け
て
着
実
に
準

備
を
重
ね
、
更
な
る
精
強
第
12
施
設
群
を
目

指
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
に
対
応
す
る
。 

指揮所の構築（矢臼別）３３６施中 

道路閉塞（矢臼別）３３５施中 自走架柱橋の架設（然別）３１２施器中 坑道式陣地の構築（上富良野）３０２坑中 

完成した２階建て構造の指揮所 



 

施
設
基
礎
作
業
は
、
陣
地
構
築
、
障

害
構
成
、
障
害
処
理
な
ど
の
各
種
施

設
作
業
の
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
施
設
科
隊

員
と
し
て
、
心
手
期
せ
ず
し
て
実
施
で

き
る
よ
う
体
得
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。 

 

本
競
技
会
の
特
性
は
、
練
度
の
向
上

と
技
術
の
継
承
の
た
め
、
選
手
を
３

曹
・
陸
士
に
限
定
し
た
こ
と
及
び
各
種

目
に
各
中
隊
か
ら
上
級
陸
曹
１
名
を

差
し
出
し
、
合
計
７
名
で
１
個
組
を
採

点
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
若
年

隊
員
に
技
術
を
継
承
さ
せ
る
こ
と
、
上

級
陸
曹
の
指
導
す
る
目
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

競
技
は
、
土
工
（
土
の
う
の
作
成
及
び

設
置
）
・
木
工
（
丸
太
の
切
断
及
び
丸
太

杭
の
作
成
）
・
植
杭
（
丸
太
杭
の
植
杭
）
・

連
結
（
鉄
線
に
よ
る
十
字
結
び
及
び
高

所
に
お
け
る
結
び
綱
に
よ
る
十
字
結

び
）
の
４
種
目
に
、
各
中
隊
そ
れ
ぞ
れ

１
個
組
が
参
加
し
て
、
そ
の
合
計
得
点

で
順
位
を
決
定
し
た
。 

 

熱
戦
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。 

 第１２施設群（群長・山根茂樹１佐）は９月１４日に施設基礎作業競技会を、１５日に持続走競技会をそれぞれ実施した。 
 本競技会には協力団体、防衛モニター及び駐屯地モニターの方々をお招きし、第１２施設群各中隊の強い団結力と高い士気を
保持した隊員たちが繰り広げる熱い戦いを間近でご覧いただき、自衛隊に対する更なる理解と信頼を深め、防衛意識の高揚に寄
与することができた。 

土工の部 
１位 

３３７施中 濱崎３曹・阿部３曹・荒士長 

木工の部 
１位 

３３７施中 井上３曹・二又士長 

植杭の部 
１位 

３３６施中 門間３曹・安井士長 

連結の部 
１位 

３４２施中 伊藤３曹・遠藤士長 

総合優勝 第３３６施設中隊 

 

今
年
の
持
続
走
競
技

会
は
、
一
般
走
と
駅
伝

に
区
分
し
、
全
隊
員
が

そ
の
ど
ち
ら
か
に
参
加

し
、
中
隊
の
総
合
得
点

で
順
位
を
決
定
し
た
。 

 

一
般
走
は
、
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
体
力
検
定

に
準
じ
て
個
人
の
点
数

を
算
出
し
、
駅
伝
は
５

区
間
を
設
定
し
て
、
39

歳
以
上
の
者
を
１
名
以

上
参
加
さ
せ
、
区
間
ご

と
に
コ
ー
ス
や
距
離
に

変
化
を
持
た
せ
た
。 

 

ゴ
ー
ル
後
に
は
、
岩
見

沢
駐
屯
地
業
務
隊
に
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
ク
エ

ン
酸
飲
料
が
、
中
隊
の

た
め
に
全
力
を
出
し

切
っ
た
隊
員
た
ち
の
疲

れ
た
体
を
癒
し
て
く
れ

た
。 

 

熱
戦
の
結
果
は
以
下

の
と
お
り
。 

一般走の部 

１位 ３３５施中 高沢３曹 

２位 ３３５施中 木村３曹 

３位 ３３６施中 筒井２尉 

女性の部 １位 本管中 鬼山士長 

駅伝の部 

１区 １位 ３３７施中 松山２曹 

２区 １位 ３３５施中 三村２曹 

３区 １位 ３３７施中 坂田２曹 

４区 １位 ３３７施中 小林３曹 

５区 １位 ３３５施中 武田１曹 

総合優勝 第３３５施設中隊 

持続走競技会 

施設基礎作業競技会 

規定の高さ、幅、傾斜で 
土のうを設置 

丸太を１．５ｍに切断し、 
４面削りにより丸太杭を作成 

固定打ち、拝み打ち、振り打ちで 
杭の先端から６０ｃｍ打入 

１段目は鉄線による十字結び 
２段目は結び綱による十字結び 

連 結 土 工 木 工 植 杭 

目指すのは「優勝」のみ！ 
その思いをたすきで繋ぐ 

業務隊の皆さん、ごちそうさまでした 
 

協力会等の皆さんも声援に熱が入る 
 

ゴール直前、最後の力を振り絞って力走！ 
 

自らのプライドと中隊の勝利のために 
 



 

11
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
間
、
第
12
施
設

群
整
備
隊
（
隊
長
・第
12
施
設
群
長 

山
根
茂
樹

１
佐
）
は
矢
臼
別
演
習
場
秋
季
定
期
整
備
を
実

施
し
た
。 

 

本
演
習
場
整
備
で
は
、
主
に
装
軌
車
道
荒
廃

箇
所
及
び
排
水
設
備
不
良
箇
所
を
重
視
し
て
整

備
す
る
と
と
も
に
、
広
大
な
演
習
場
全
域
の
装

輪
車
道
側
溝
整
備
及
び
装
軌
車
道
路
面
整
形

等
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
第
12
施
設
群
は
、
矢

臼
別
演
習
場
の
維
持
補
修
を
年
間
を
通
し
て
恒

常
的
に
実
施
し
て
お
り
、
陸
上
自
衛
隊
最
大
の

道
場
と
し
て
の
基
盤
推
進
に
お
い
て
、
極
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。 

 

８
日
に
は
、
第
３
３
７
施
設
中
隊
が
排
水
整
備

を
実
施
し
て
い
る
現
場
に
北
部
方
面
総
監
が
現

地
指
導
に
来
ら
れ
、
２
３
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
ぐ
り
石

側
溝
で
作
業
中
の
隊
員
に
直
接
声
を
か
け
ら
れ

た
。
ま
た
、
総
監
自
ら
ぐ
り
石
を
敷
き
並
べ
る
作

業
を
さ
れ
る
と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
。 

 

本
演
習
場
整
備
間
、
北
部
方
面
通
信
群
及
び

第
１
０
１
施
設
直
接
支
援
大
隊
第
２
直
接
支
援

中
隊
の
支
援
を
受
け
、
第
12
施
設
群
整
備
隊
の

任
務
完
遂
の
た
め
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

今
回
は
こ
の
時
期
に
し
て
は
寒
い
日
が
続
き
、

期
間
中
盤
で
は
過
去
に
例
を
見
な
い
、
降
雪
の

中
と
い
う
厳
し
い
環
境
で
整
備
作
業
は
行
わ
れ

た
が
、
隊
員
た
ち
は
常
に
士
気
高
く
、
施
設
科

と
し
て
高
い
技
術
を
発
揮
し
、
長
期
安
定
使
用

で
き
る
品
質
の
高
い
整
備
を
し
て
任
務
を
完
遂

し
た
。 

 

今
年
度
末
、
北
部
方
面
施
設
隊
は
団
へ
改
編

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
新
た
に
第
14
施
設
群

が
編
成
さ
れ
、
群
内
の
中
隊
は
機
能
別
改
編
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
矢
臼
別
演
習
場
整
備
を
、
群

と
し
て
は
平
成
26
年
度
作
成
し
た
中
期
整
備
計

画
に
も
と
づ
く
整
備
を
完
成
さ
せ
、
２
年
後
に

第
14
施
設
群
へ
作
業
を
移
管
す
る
。
今
回
は
、
矢

臼
別
演
習
場
特
有
の
地
形
や
整
備
要
領
等
、
継

承
さ
せ
て
い
く
整
備
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
認
・
点
検
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

雪の中で側溝に一つひとつ丁寧にぐり石を敷き並べる隊員（第３３７施設中隊） 

溜めます補修（第３３７施設中隊） 

骨材を現場へ運搬（第３０２坑道中隊） 

荒廃した火砲進入路整備（第３４２施設中隊） 荒廃した装軌車道整備（第３１２施設器材中隊） 迅速な故障車両の整備（第２直接支援中隊） 

ぐり石を敷き並べて記念撮影 第１２施設群長による現場指導 

北施隊長 

群長 総監 

現場 
小隊長 

平成２８年度矢臼別演習場秋季定期整備 





省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市3条西2丁目ツタヤビル4F店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役社長 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

〒068-0822  岩見沢市日の出台４丁目313 
Tel.0126-22-1001 内線338 

001-H27-039 

札幌支社 岩見沢営業部 

 石  坂  碧 
 
 
 
防衛省共済組合 岩見沢支部 常駐員 

 沼  達   美  歩 

〒068-0004  岩見沢市４条東３-１-１ 
Tel.０１２６－２２－４８１３ 

岩見沢自衛隊音楽まつり開催のお知らせ 
 自衛隊で音楽演奏を主任務とする部隊が、クラシックやポピュラーなど
あらゆるジャンルの演奏で、皆様に楽しいひと時をお届けします♪ 
 岩見沢の冬の一大イベントである「ＩＷＡＭＩＺＡＷＡドカ雪まつり」
にあわせて開催します！ 
 

   日 時：２０１７年２月２６日（日） 
   場 所：イベントホール赤れんが  

入場無料です！ 



ふるさと百餅祭り支援 
ー 地域の活性化に寄与 ー 

 

９
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日
間
、
岩
見
沢

駐
屯
地
（
司
令
・
山
根
茂
樹
１
佐
）
は
、
岩
見

沢
市
中
心
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ

と
百
餅
（ひ
ゃ
っ
ぺ
い
）祭
り
」を
支
援
し
た
。 

 

今
年
で
34
回
目
を
迎
え
た
こ
の
祭
り
は
、

岩
見
沢
開
基
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
年
に
、

開
催
日
が
敬
老
の
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
１

０
０
歳
ま
で
生
き
る
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て

「
１
０
０
」
と
い
う
数
字
に
こ
だ
わ
り
名
付
け

ら
れ
た
。
最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、
岩
見
沢
特

産
品
の
米
（
も
ち
米
）
を
一
度
に
60
キ
ロ
グ
ラ

ム
使
用
し
、
世
界
一
の
大
臼
で
ヨ
イ
ト
マ
ケ
方

式
に
よ
り
つ
く
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
餅
つ

き
で
、
岩
見
沢
恒
例
秋
の
風
物
詩
で
あ
る
。 

 

今
回
の
支
援
で
は
、
第
３
１
２
施
設
器
材
中

隊
が
ク
レ
ー
ン
で
櫓
を
構
築
・
撤
収
し
、
第
３

３
６
施
設
中
隊
が
つ
き
た
て
の
餅
を
入
れ
て

無
料
で
提
供
さ
れ
る
汁
粉
を
作
っ
た
。
汁
粉

は
３
日
間
で
８
，
４
０
０
食
を
用
意
し
た
が
、

配
布
時
間
に
は
毎
回
長
蛇
の
列
が
で
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
品
切
れ
と
な
っ
た
。 

 

３
日
間
で
延
べ
19
万
３
千
人
が
来
場
し
た

今
回
の
祭
り
支
援
を
通
じ
、
地
域
住
民
の
自

衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
協
力
の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
岩
見
沢

地
域
事
務
所
と
合
同
で
広
報
ブ
ー
ス
を
開
設

し
、
募
集
広
報
の
一
助
と
な
っ
た
。 

クレーンで櫓の構築を支援 
（第３１２施設器材中隊） 

自衛隊札幌地方協力本部岩見沢地域事務所 
との合同広報ブース 

子供たちに人気だった 
特製の顔出しパネル 

野外炊具１号を使用して公開調理！ 
（第３３６施設中隊） 

３０２坑中 長谷川３曹 
長男 陸人 （りくと） くん 

Ｈ２８．９．８ 

 

永
年
の
勤
務 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

定
年
退
官 

第
12
施
設
群
本
部 

 

３
佐 

平
田 

昭
浩 

 
 

 
 

（
10
月
24
日
付
） 

第
１
０
１
施
設
直
接
支
援
大
隊 

 
 

 
 

第
２
直
接
支
援
中
隊 

 
曹
長 

中
村 

正
人 

 
 

 
 

（
10
月
21
日
付
） 

第
12
施
設
群
本
部
管
理
中
隊 

 

３
尉 

渡
部 

勝
範 

 
 

 
 

（
11
月
２
日
付
） 




